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いは25℃に設定

培養し，2～3週

写真 2 ラッ

A: 20 cm 程度

B: ガラスビ

C: 含菌寒天
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リョクトウもやし及びさやえんどう未成熟莢はそれぞれ 

ガラスフラスコに入れ，アルミ箔で蓋をし，オートクレーブ

滅菌後，含菌寒天を用いて接種し，室温，自然光下で管理し

た．ラッカセイ「おおまさり」種子については，園芸培土1
号（日本肥料株式会社）にPS液体培地で培養した菌糸体を

混合し，その上に無傷の種子を置いた．室温，自然光下で管

理した． 
 

Ⅲ 結果及び考察 
 

１．菌糸の生育温度試験 
5～45℃で生育試験を行った結果，LT2-1 株の生育温度

は 15～40℃，生育適温は概ね 28～30℃であり（第 1 図），

明日山・山中（1953）の報告とほぼ一致した．以上から

大量培養試験では，28℃で菌糸を蔓延させることとした． 
２．分生子形成の光条件試験 

PSA 平板培地において，暗黒下及び自然光では柄子殻

及び分生子の形成はみられなかった．一方，BLB 照射下

では，両者の形成がわずかに認められた（第 1 表）．光条

件について，Honda and Aragaki（1978）は L. theobromae
において 520 mm 以下の波長域で分生子殻の形成が誘起

され，さらに，分生子の成熟，噴出には 333 mm 以下の

波長域が必要であることを報告している．このように，柄

子殻及び分生子の形成には光，特に紫外線が必要であると

推察される．他の病原菌でも光条件が重要な要因である報 

 
告があり（本田・坂本，1968；本田・柚木，1976），本

報告における結果も，この傾向は矛盾しなかった．自然光

にも紫外線が含まれるが本試験で分生子の形成はみられ

なかったのは，厚さ 0.05mm ポリスチレンの紫外線透過

率（波長 253.7nm）が 0.5％であるため（内藤，2012），

シャーレ（ポリスチレン製）内の菌体に照射される紫外線

量が低下したためと推察された．野外のラッカセイ個体で

は自然光下で旺盛に分生子形成されていること，また，本

報告では植物体を用いた大量培養を目的とすることから，

BLB 照射のための器具を用いるよりも，できるだけ自然

光に含まれる紫外線で胞子形成させることが合理的と思

われた． 
３．培養基質の探索 
分生子の形成に適した培養基質となる植物組織を探索

した．マンゴー，ブドウ及びビワから分離された同種の菌

では，リンゴ，マンゴー，バナナ，パパイヤ，ビワ及びカ

カオ等で柄子殻及び分生子が形成された報告がある（澤岻

ら，2013；井上・那須，2008；矢口ら，1999）．そのた

め本試験では，本来の宿主であるラッカセイ種子の他に，

上記の植物体のうち手に入りやすかったリンゴ，マンゴー，

バナナ及びパパイヤの果実を試験に供試した．また，手に

入りやすいマメ科植物体であることから，リョクトウモヤ

シ，エンドウも供試した．さらに，完全世代がナシボトリ

オディプロディア枝枯病菌（Botoryodiplodia属）と同属

であることや（大和，1983），クワでは同じ病原菌によ 

 

培地 温度 光条件 分生子形成

PSA 25℃ 暗黒 －

PSA 室温 自然光 －

PDA 25℃ BLB照射 ±

第1表　光条件がラッカセイ茎腐病菌の

分生子形成に与える影響

注）±；分生子形成がわずかにみられた
　　－；分生子形成がみられなかった
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  第 1 図 ラッカセイ茎腐病菌の温度別菌糸伸長速度 
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判断した．一方，ナシ枝については分生子形成はバナナに

は劣るものの，旺盛であり，果実や草本類の組織と比べ，

培養過程で雑菌の混入が起こりにくかった．また，ナシ枝

は本県では入手しやすく，コストが安いため，圃場試験の

接種源用としても量を確保し易い．さらに，野外における

耐久性にも優れると推察される．以上から圃場で利用でき

る大量の接種源を作製するためにはナシ枝が最適である

と判断した． 
４．ナシ枝を用いた分生子形成法及び留意点 
以上の結果をもとに，ラッカセイ播種時期である 5 月上

旬にナシ枝を用いた接種源を用意するための詳細な手順

及び注意点等をまとめた． 
(1) 培養基質の準備，保存 
一般にナシ栽培では，12月～翌2月に剪定を行うため，

ナシ枝はこの時期に剪定枝として大量に手に入る．培養基

質としてのナシ枝は新鮮な方が良いが，剪定枝は束にして，

圃場に挿しておくことで 3 月中旬頃までは野外で大量に

保存できる．特に，1 年生枝を用いることで束にしやすか

った．また少量ならば，枝の切り口を濡れ新聞紙で覆い，

枝ごとビニル袋に入れ，4℃で保存することも可能である． 
(2) 培養基質への接種及び培養 
材料及び方法に記載したとおりにナシ枝を調整，滅菌し

本菌を接種する．剪定枝の入手時期，ラッカセイの播種時

期及び培養に必要な時間を勘案すると 3月下旬～4月中旬

頃が培養開始適期である．接種源の含菌寒天は予め前培養

をした菌叢の先端部分を用いることで速やかに菌糸が蔓

延するため，成功しやすい．気中菌糸は多湿条件で旺盛に

形成されるので，伸展が遅い場合はガラスビーカーごとチ

ャック付きビニル袋に入れると尚良い．ただし，酸欠を防

ぐために一部分を開けておく．菌糸は水平方向よりも鉛直

下向きに伸展するので，培養中に菌糸の蔓延に偏りがある

場合は，ビーカーを傾けることで均一に蔓延するように調

整する．菌糸が蔓延しきったタイミング（概ね 1 週間）で

培養を止めるのが丁度良い（写真 2 C）．3 週間以上培養

すると後の自然光条件に移しても形成しないので注意す

る． 
(3) 分生子形成の誘起 
ナシ枝をガラス容器から取り出す．枝は菌糸が絡んで互

いに接着しているので，これを引き離して自然光下で干す

（写真 2 D）．ナシ枝の芯部は湿度を保持できる程度に，

極度の乾燥を避け，1～2 日に一度霧吹きを行い，枝表面

を湿らせると， 1～2 週間で枝表面が黒色化し，その後，

柄子殻がみられるようになる． 
(4) 培養ナシ枝の保存及び利用 
一度柄子殻を形成した培養ナシ枝は，ビニル袋等に入れ，

暗所に保管すると，再び菌糸に覆われたナシ枝に戻ってし

まうので，過湿と過乾にならないように注意しながら以下

のように保存する．具体的には，1～2日に一度の頻度で水

道水の噴霧と半日陰で干すことを繰り返す．あるいは，培

養ナシ枝の半分を土中に立てて挿すことでも，維持できる． 
上記のように作製した分生子を形成したナシ枝を圃場

の接種源として利用した．例えば，ラッカセイの株間に等

間隔で土中に半分挿すことで，試験圃場を均一に発病させ

ることができた（写真3）（高野ら，2015）．なお接種方

法として，ラッカセイ罹病残渣の鋤込みと比べて，接種源

が耐久性に優れ，設置に手間，労力を要せず，接種源設置

や回収時期を自由にできる点で優れていると思われる．本

病菌は多犯性であるので，他作物から分離された菌株につ

いても，ナシ枝を用いた分生子形成法が適用できる可能性

もある． 
今後，本法を用いての分生子懸濁液や発病圃場の作成に

より，種子処理剤や散布薬剤の選抜や防除時期の解明とい

った本病の防除対策の構築が進むことを期待する． 
 

Ⅳ 摘  要 
 

圃場試験のためのラッカセイ茎腐病菌の接種源として

植物組織を用いた分生子形成法を検討した．その結果，培

養基質としては滅菌したナシ1年生枝が適しており，菌糸

生育適温である28℃，多湿条件で菌糸を蔓延させた後，培

養容器から取り出し，1～2日に一度霧吹きを行い，枝表面

を湿らせつつ直接自然光下に1～2週間置くことで，ナシ枝

表面に柄子殻及び分生子形成が誘起された．本法で作成し

た接種源を播種時期からラッカセイ圃場に設置すること

で，ラッカセイ個体を発病させることができた．以上から，

ナシ枝を利用した大量培養は本病の多発圃場の作成に実

用的であると判断した． 
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